アンケート集計結果　

若者の就労を考える保護者向けセミナー　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008.12.6伊賀会場
	参加人数
	　１４

	回収アンケート数
	　１１


Q１．本日のセミナーはいかかでしたか？
	a.とてもよかった
	１１

	b.まあまあよかった
	０

	c.ふつう
	０

	d.あまりよくなかった
	０

	e.よくなかった
	０


Q２今日の講演をお聞きになって、感じられたことをお書きください

· 親として、頑張るよう、大変勇気付けられました。家族のきずなの維持に努力したいと思いました。

· 人は人の中でしか生きられないのに、人が恐い、人といるのはいらいらするという子が増えています。一歩踏み出させるにはやはり親の適切な言葉かけや態度だと思います。「適切な」をどう指導していくかが難しいです。ありがとうございました。

· 何故フリーターとなるのか、就職ができないのか、社会心理学の視点から知ることができたので、とても勉強になりました。福祉の大学の学生の私にとって、親の視点から今日講演を聞き、今後に活かすことができるように感じました。フリーターの気持ちがすごく理解でしたと思います。

· 「親の一言はいくつになってもインパクトがある」という言葉が印象に残りました。いい面をどんどん見つけてあげることが大切ですね。いくつになっても「アタッチメント」を忘れずにいたい。今一度、この子が生まれた時のことを思い起こしたいと感じました。（名前に込めた親の思い等…）休憩時間にもBGMが流され、何かとても癒されました。

· 半年ほど無職でいる息子をどうすることもできずにいました。今日は先生のお話を聞いて、少し気が楽になりました。３時間も熱弁されるエネルギーに時間を忘れて聞き入っていました。

· 学業と現実・実践とのギャップ　そのフォローの前後、社会心理学上の講座は良く理解できた。次の実践活動手順の機会があれば参加したい。

· ２１歳、フリーターの自分ですが、このセミナーは自分のような若者に対しても心に残る内容だったと思います。

· 言葉、態度による評価の重要性が良くわかりました。

· 否定的にならず、「バランスを保った見守りが、社会で必要であると考え、関心を持つことの意味を考えさせられました。

Q３このセミナーをどのようなきっかけでお知りになりましたか？（カッコ内は具体名をお書きください）

	a.チラシ
	１
	

	b.ホームページ
	０
	

	c.公的機間
	３
	社協２

	d.家族、知人
	２
	

	e.ラジオ
	１
	

	f.広報誌、タウン紙
	４
	YOU２／広報伊賀市１

	g.その他
	０
	


Q４今後どのような内容の講演会・セミナーなどを望まれますか？またご意見など、ございましたらご自由にお書きください。

· また開催してください。

· 社会復帰した若者、引きこもり経験者との意見交換会

· 引きこもり若者が、一歩を踏み出す力になる家族の在り方

Q５今後、若者の就労支援に関するお知らせを希望しますか？

	はい
	７

	いいえ
	０

	無回答
	４








